









イ ンテ リア デ ザ イ ンの形 態
福 岡 喜 久 雄
1)は じ め に
イ ンテ リア デザ イ ンの起源 とい うと,一 般 に先 史時代 の洞窟 ,な い しは洞窟
壁画 が とりあげ られ る。
その理 由は,洞 窟内 の壁 画や,彫 刻 な どに よ り,人 間 が住 んだ とい う物 理的
な証明 があ ることで,こ の物理 的 な証拠 は,と りも なお さず イ ンテ リアの実体
の証 拠で あ り,こ れ らの壁画 が,狩 猟民族 の夢 をは ぐくんだ と思 われ る。云 い
か えれ ば精神 の よりどころを とらえた とい う実体 の証 明がで きるか らで あ る。
前者 「歴史 的事実」 と後者 「イ ンテ リァの実体」 は酷似 してい るが,前 者 は
わず か に歴史 的根拠 と しての価値 しかな く,後 者 は,そ の芸術性 の評価 と とも
に,イ ンテ リァデザ イ ンの本 質 にふれ よ うと して い る。
2)イ ンテ リアデザ イ ンの実体
イ ンテ リァ デザイ ンの本質 とは何 か,と い うことが重要 で あるの は充分解 る
けれ ども,こ の本 質の実体 をっ きとめるのは,実 に至難 とい わね ばな らない。
本質的 実体 目 に見 えない実在す るイ ンテ リアデザ イ ンの形 態一一 を,リ
ア ラィゼー シ ョン と して と りあ げね ば,本 来の イ ンテ リァデザイ ンも,帰 す
るところ,被 装 の美で しかあ りえない と考 え られ る。
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被装 の美 は,つ い近世 まであ った が,ル ネ ッサ ンスで幕 を とじることにな る。
洞窟壁画 をもった紀 元前数 千年前の イ ンテ リアデザ イ ンには,形 態の被装 は
存在 しない。 そこ に見い出せ る形 態 とは,フ ァ ンクシ ョナ ル なフ ォル ムで あ り,
実体 をカバーす る ことで美 しさをつ くろ うとす る 「デ コ レー シ ョン」的表現 は
皆無で あ る。
近 ご ろ,よ くイ ンテ リアデザ インと,イ ンテ リアデ コ レー シ ョンの違 いは何
か,果 して,こ の二 者 は同 じなの か,と い った質 問 を され ることがあ る。
果 して この両者 は ど うなの か。
先ず,一 般論 と して,デ ザ イ ンも,デ コレー シ ョンも,そ の原点 が高度 な次
元 にあ るな らば,ビ ジュアライズされたスペ ース か ら,両 者の違 いを明確 に抽
出 し,撰 別す るこ とは難 か しい。 したが って上 手 に処理 され た両者 は同 じとい
っておいて よい。
当然,こ の逆 も存 在 し,低 次元の デザ イ ンで は,デ コ レー シ ョンも同 じで あ
って,区 別 もつ け難 くなる。更 に,仮 にベー シックなデザイ ンを確 立 させ た と
し,か つ,デ ザイ ンに対す る姿勢 が真 摯で あった と して も,デ ザ イ ンテ クニ ッ
クが低 けれ ば,や は りビジュア ライズ され たイメ ージは低 下す るので,デ コ レ
ー シ ョンとの差 が な くなるのも事実で あ る。
しか し,デ ザイ ンと,デ コ レーシ ョンとは違 うので あ る。 ただ,イ ンテ リア
スペー スの よ うに,こ れを構成す るフ ァクター が大へ ん多 く,入 りみだ れて 出
来 上 る複雑 な性 格の ものだけに,ど こまで がデ コ レー シ ョンなのか判 別 が難 か
しく,後 述 す るが,恐 らく一人 のデザイナ ーの腕で,あ る部分 のデザ インの上
に,デ コ レー シ ョンを も併せ てっ くられて い るどい うの がイ ンテ リアの特性で
もある。
インテ リアデザ イン とは,人 間 をと りか こむ環 境 の調整で あ るため に,人 間
とい う捉 え難 き実体 を,完 全 に把握 しなけれ ばな らない。
アメ リカの建 築家,ア ドルフ ・ロース は,厂 民衆 の意識 と建築 の装飾性 は反
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比例 す る」 とのべ,民 衆 の美 の意識 が,低 けれ ば低 いほ ど,装 飾 性 が過 多 にな
ることを不満 と し,こ の排除 が建 築家 の急務で あるこ とを指適 して いる。
これ は建築 も,イ ンテ リア も同 じで あって,常 日ごろ街 でみ かけ るプロ ダク
テ ィブ なデザ イ ンや,商 業建築で身近 に体 験 して いる問題 で もある。
そ こで,イ ンテ リアデザ イ ンの本 質 を求 め ることが,イ ンテ リアデザ イ シを
可能 にす ると考 えることか ら,イ ンテ リアのフ ァ ンク シ ョンをよ く捉 えてお か
ねば ならない。
3)イ ンテ リ アの形 態一一 平面形
イ ンテ リアデザ イ ンで い うフ ァンクシ ョンとは,と りもなお さず人 間の フ ァ
ンクシ ョンで あ り,「 冷 えび えと した」 人 間の と りす ま した機能 や,物 理 的 な,
或 い は,計 数的 なファ ンクシ ョンで な く,実 在 す る人 間の フ ァンクシ ョンを必
要 とす るので あ る。
実在す る人閤 の内面的 なフ ァンクシ ョンとなれば,調 査 もむず か しく,資 料
も充 分で ないため,・この ことはっ い,ど こか置 き去 りにされが ちで,往 々に し
て,イ ンテ リアの構成要 素や,技 術 や,エ コノ ミカル な価値評価 のみ がイ ンテ
リア評価の対象 となるこ とが多い。
した がって,こ の人 間の機能 には科 学的 な 「人 間の構 造体 のデー ター の如 き」
と 」つ,こ れ以 外 の側面 の人間の機 能,喜 怒哀楽 と うの感情 をもった人 間 「
感情 面 とふ れ合 う人 間 らしさ」 的 ファ ンク シ ョンとが あ り,こ ・に於 いて
実体.を 見 い出す こ とこそ,急 務で あ る。 そこで見方 を変 えて人間の平面 図
形 による機能的 なパ ター ンを考 えてみ よ う。
1)人 間 の物 の見 え る範 囲は,体 の前方 に中心線 を軸線 として,そ こか ら左 右
に約180度程の視野 があ り,こ の範囲で は大 まか な色 と,物 の形 が判断で き,
中心部で な く,両 翼 では,物 の動 きを気配 的 に感 じとれ る。 もっと も,見 る対
象物の大 きさや位 置 が重 大 な拘 りをもっ が,一 応,も のの形 が完全 に掌握 出来
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る と思 われ るのは60度くらいの範囲で ある。
2)其 の他,嗅 覚,聴 覚の感覚 も大体両側 か ら前 方向へ の機能 があ る。
3)手 足 の動 きも概 して,両 横 か ら前方 向へ の動 きが充 分で,か っ敏 感で あ る
が,側 方 か ら後方 への動 きは鈍化す る。
4)頚 骨や腰椎 の よ うに,体 を支 えなが ら,フ レキ シブルな動 きをもっ部分 に
おいて も,前 方及 び左右方 向は 自在で,後 方へ の動 きは,や は り鈍 化の傾向 に
ある。
この様 に,人 間 の構 造体 が 自然 に左右 か ら前方向へ の動 きが 中心 になって い
るこ とや,視 覚 を軸 とした他の感覚 も前方 向 を中心 と してい ることか ら,人 間
の もつ機能 のパ ター ンは,前 ひろが りの円形,又 は 「は ま ぐり形」 の方向支配
性 を もって いる と考 え られる。
もっ とも,こ の前方 に拡 が る円形 ない し 「は ま ぐり形」支配空 間のパ ター ン
は,そ の中心 とな る人間 が静止 してい る状 態 を さす もので,こ れにnら かの外
的 プ レ ッシャーが働 いて,精 神 が動揺 した場 合,或 は何 か行動 をしよ うとした
場 合 は当然,こ の支配空 間の形状 は それ に応 じて変化 す る と見 なければな らな
いo
この支配空 間の形状 を前拡 がり円形,な い し 「は ま ぐり形」 とす るな ら当然,
このパ ター ンを抜 きとっ た残 りのネ ガテ ィブ な空 間の うち,こ とに後方 にっ い
て は人 聞の ファ ンク シ ョンは無 いに等 しい。
この部 分のスペ ースの処理 は大へ ん重要 で,心 理 的 に好 ま しい落 ちっ きの あ
るスペース が作 られ るか否 かの決 め手 ともなる部分 で あ る。
つ い先 日の新 聞で,南 フ ランスのモー リャ ック文明 の ラスコーが掲載 されて
いた。
この ラス コーが今 日まで完壁 な状態 で保 存 されて いたの は 「芸術 に対す る国
家」 の姿勢 に他 な らないが,ラ ス コーの洞窟 が紀 元前 約15,000年も昔 か ら人 問
に対 す る 「安全 イ ンテ リア的」 ファ ンク シ ョンが充分 で あった こ とを意味
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してい る。
それは,中 央 に主 洞,大 きい室 があ り,そ の奥 に奥洞 とも う一つ別 の支洞 が
あ り,入 口は きわめて小 さ く,人 間一人 が かろ うじて 出入 り出来 る くらいの大
ぎさ しかな く,こ のため室内の夏冬 の気温 が一壼 して いたこ とが,壁 画 が全 く
傷 まず に保 存 されて い る最大の原因で あ ると考 え られ る。
本来,人 間に は 「動物 的 な意味 で」 防禦本 能 があ り,自 然 や外敵 に対 して の
防禦 を確 立 して お きたいのが普通 で ある。
この防禦 本能 を最大 に満 たすイ ンテ リァブ ランニ ングは,入 口が小 さく,他
に開口部 が ない こと,四 方 を壁 に囲 まれて い るスペ ース程 安定 し,や す らぎを
得 やす いスペー ス なので ある。 ラス コーのケ ープ に見 る小 さい入 口は,こ の意
味 において重要 で あ り,本 質的 に理想 的 なイ ンテ リアプ ランで あった と考 えら
れ る。
住 宅の プ ランの 中で,ホ ー ル型の居 間 をよ くみ かけるが,こ こで い うホール
型 の居間 とは,主 と してエ コノ ミカルな条件 か らスペ ース を節 約 し,居 間が,
居 間以外の機能 を重合 して もった場 合,・四 方の部屋へ の導線 が生 じ,ラ スコー
の場合 と全 く逆 とな り,好 ま しいイ ンテ リアスペ ース とな らない例 をい う。
好 ま しい インテ リア とは,人 間の心理的機能 に対応 す る場合,そ のスペ ース
の最大 の 目的は,イ ンテ リア によって安 堵感,や す らぎが得 られ,そ こか ら様
々な思考 が可 能 にな ることを意味す る。思考 が可能 に ならない限 り,人 間的 イ
ンテ リアは存 在 しない。
写 真1HUMANEACTORSINDESIGNよ り。
写真2ア ルネ ・ヤ コブセ ンのエ ッグチ ェアー
「人 間の後背面 が完全 にカバ ー されるので,座 ると安 堵感 が得 られ る」
4)イ ンテ リアの形態一 一大 きさ










占有空 間 をもって い ると考 えられ る。 この形状 は,平 面的 には先述 の如 き 「は
ま ぐり型」 で,人 間を中心 として,そ の周辺 に,個 体 をつっ み こむ,又 は とり
ま くよ うな形 状 だ と考 える。
保護者 を必要 とす る幼児 は,保 護者 の 占有 スペ ースの 中に,幼 児 の占有空 間
があ り,こ の保護 された空 間 にいるこ とで安全 が保 たれ る。 捕足 す る なら,こ
の 目 には見 えないが,人 間 をと りかこむ 占有空 間 とは,そ の人格の象徴空 間で
もあ り,威 儀 正 しい人 の もつ空間 はやは りもの堅 いイ メージ を持 ち,個 性 の強
い人 の もつ スペ ースは,強 靭で かつ大 きいサ ークルで あろ う。
しか し,こ の占有空 間 も,人 間的機能空 間 のパ ター ンと同様,人 間が感情 を
もたず,静 止 して いる場合 にの み安定 して いるわ けで,何 かの プ レッシャー が
人 間の心 に働 きか ける と,た ちまち このパ ター ンは変形 をよぎな くされ る。様
々に変化 のお き易 い状 態 とは,コ ミニケ ーシ ョンによるプ レッシ ャー が考 え ら
れ ることか ら,当 然複 数の場合 に起 きがちで あ るといえ よ う。
そ こで人 間の 占有空 間を図形 によって考 えてみ よ う。
図1)は保護 者Aと 被 保護者Bと の関係 で,BがAの 中 に完全 に収 って いるも
ので ある。 図中,円 形Aは,個 人Aの 占有空 間で,Bは 同 じく個 人Bの 占有空
間を示 す もので ある。.
図2)はAとBの 間で,何 らかの コ ミニ ケー シ ョンがあ ると し,A・Bの 話 し
合 いの中心 点 は,線 分A・Bの 中間点Pに あ ると見 る。
Aは 大 人で,Bは 子 どもとみ なす か,或 いはAはBよ り個 性 の強 い占有空 問
の大 きい もの とみなす と,話 合いの中心点Pは 円Aの 中 にあ り,こ の こ とは,
第1図 と同様,A・Bの 話 し合い は常 にAの 占有空 間の中で な されて お り,B
はAの,何 らかの 「支配」 を うけつ ・コ ミニケ ーシ ョンが成 立 して いる とい え
る。.
図3)は,こ のバ ランスがとれて いる状 態 を意味 し,占 有空 間 は静 かで変化 し
ない状態,こ の様 な状 態 と して考 え られ るの は食後 の団 らん的状 況 に似 てい る。
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図4)は,こ のバ ランスが くず れた場 合で あ り,図3にCが 加 わ り,B・Cが
共 通の話題 をも った ことか ら,B+Cの 総 合 の占有空 間 「点線 で かこんだ円の
空 間」 が生 まれ,話 の中心点Pは,B+Cの 空 間め中へ移動 す る。
その前段階で コ ミニケ ーシ ョンバ ランス が保 たれて いる場 合は,占 有空 間 も
当然安 定 して い るが,話 題 か,行 為 にプ レッシャー を与 え るとし,こ の コ ミニ
ケー シ ョンが一方的 に集 中 した場合,こ のバ ラ ンスは くず れ ることになる。
しか しこれは 日常,よ く起 こ り勝 ちの ことで,パ ブ リック的性格 の空 間で は
人 間の数の変化 プ ラス コ ミニ ケーシ ョンの変化 があ るの は当然 の ことで ある。
パ ブ リックスペ ースの設定の重要 なエ レメ ン トは,こ の変花 す る状 態 に常 に
対応 しうる機能 をもつ ことで ある。
意匠 のテ クニ ックで は,狭 い室内 を何 らかの カ ラー コンデ ィシ ョニ ングによ
って広 く見 せ ることは可能 で はあるが,し か し,こ の手だ てのみで,様 々に変
化 す る機能 には,と うてい対応 させ ることは不可能で,狭 いスペ ースは,あ く
まで狭 いのであ る。
住 居 の場合,変 化の最 も多 く見 られ るス ペース は居 問で あ り,勝 手気侭 に行
動 し得 るスペースで な くては ならない上 に,更 に一個 の家族 体 としての秩序 を
必要 とす る非常 に高度 なイ ンテ リアファンク シ ョンが要求 され,単 に小 手先 の
デザイ ンで は到 底 こな し得 ない ことは明瞭で あ る。
した がって,イ ンテ リアスペaス の性格 と して は,ど ち らかとい えば居間 は
動 的空 間で あ り,キ ャパ シテ ィー として変 化 に対 す るスペー ス上 の ゆとりを必
要 とす る上 に,激 しい変化 に応 えるスペー ス構成 は,ホ ール的居間で な く,先
史時代 の住民の ケー プの如 き壁面 で囲 まれ た部屋 とすべ きで ある。
居 間の動的空 間 に対 して,食 事室 はパブ リ ック なエ リヤで はあるが,食 事 と
い う作 法 「日本 の場合,西 洋 との違 いはあ るが」 によって統 合 された機能 の支
配 があ るため に,静 的空 間の機能 を もっ こ とにな る。
人 間の 占有す る空 間のパ ター ンと,そ の変化 にっ い ての 考察 を試 みたが,チ
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ヤー ルズ ・イー ムズの可動空 間や,ミ ー ス ・フ ァン ・デ ル1ロ ーエの云 うユ ニ
バーサ ルスペー スは,や は りこの 占有空 間の変化 に対応 し得 るイ ンテ リア フ ァ
ンク ションを見 い出す点 に意味 がある。
一方 ,ユ ニ ッ ト家具 や,ア デ ィッシ ョンシステ ムも,こ のユニバ ーサルスペ
ース と同様 に,ス ペー スの フ レキ シビ リテ ィへ の可能性 の追求 を意味 してい る
ので あるだろ うが,大 切 なこ とは,あ る大前提一 一フ レキ シビ リテ ィを可能 に
す る手段 として可動空 間の装置 を考 えるので な く,人 間の機能 イコール室内機
能 で あ り,人 間の行動 が精神 にもとず くもので あ るとす る点 か ら,先 述 の如 き,
感情 面で の働 きに忠実 な可 動空 間の設定 が試み られね ばな らない。
可動空 間の設定 は,「 人 間の リア ライゼー シ ョン」 眼 には見 えない占有空 間
の形 を考 え,そ れは便 宣上のデザ イ ン設定 で な く,そ こには明快 なデザ イ ン意
図 があ り,意 昧 があ るので ある。
5)イ ンテ リアデザ イ ンの形態
冒頭 に次元 が高 ければ,デ ザ イ ンも,デ コ レー シ ョンも多分同 じで あると云
ったが,そ れは,ビ ジュアルな面 での評価で あ り∫ 実体 は違 うので ある。
イ ンテ リアデザ イ ンの形 とは,人 間の 占有空 間 の対応 か ら,ス ペースの大 き
さな り,形 状 を見 い出す ことであ り,こ の設 定 と証 明 をい うので ある。 イ ンテ
リアデ コ レー シ ョンとは,い うなればこの証 明 の上 にの っ とった被 装の美で あ
るといえよ う。
イ ンテ リアデザ イ ンと,デ コレーシ ョンの違 いは,眼 に見 える範囲 に於 いて
は,実 は同 じなので ある。 したがって,イ ンテ リアデザ イ ンで い う形態,そ の
リア ライゼ ーシ ョンとは,テ クニカル な形 に なる以前 の形 のこ となので ある。
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